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第
四
三
四
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
）（
於
：
赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

個
室
） 

選 
 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 

出 

席 
者 

 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
田
昇 

 
宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

 

早
川
允
章 
山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 

あ
め
ん
ぼ
う
水
面
に
映
る
雲
を
割
る 

 

孤
舟 

（
紀
・
〇
そ
・
忠
・
五
・
と
・
清
・
敏
・
康
・
〇
盛
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

走
馬
灯
た
た
き
に
今
も
夫
の
靴       
と
み
子 

（
そ
・
紀
・
〇
忠
・
孝
・
清
・
〇
康
・
敏
・
啓
・
三
） 

 
 
 

 
 
 

八
点 

 

梅
雨
籠
り
壁
に
ル
オ
ー
の
ピ
エ
ロ
の
目 

 
 

康
敏 

 

（
紀
・
と
・
恵
・
清
・
允
・
昇
・
〇
啓
・
亜
） 

 
 
 
 
 

◎
夏
立
つ
や
鳶
の
天
領
広
が
れ
り 

 
 
  

  

び
ん 

 
（
紀
・
孤
・
五
・
清
・
康
・
雅
・
三
・
盛
） 

 

七
点 

 

五
月
晴
小
惑
星
に
ア
ミ
ノ
酸 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
健
・
と
・
千
・
龍
・
正
・
三
） 

笑
ひ
皺
増
ゆ
る
日
も
あ
り
ソ
ー
ダ
水 

  

と
み
子 

 
  

（
五
・
孝
・
ゆ
・
昇
・
啓
・
天
・
盛
） 

 
 
 
 
 

雨
の
夏
至
煙
り
て
薄
き
摩
耶
六
甲 

 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
そ
・
く
・
た
・
ゆ
・
け
・
盛
） 

◎
満
持
し
て
こ
の
大
輪
や
今
朝
の
百
合 

 
  

 

堂
哉 

 
   

（
孤
・
千
・
孝
・
國
・
允
・
び
・
〇
亜
） 

装
束
を
解
き
て
鵜
匠
は
好
々
爺           

啓
子 

 
 

（
紀
・
〇
と
・
〇
恵
・
清
・
堂
・
亜
・
け
） 

 

六
点 

 

嘶
け
ば
嘶
き
返
す
大
夏
野 

 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 

（
紀
・
康
・
〇
堂
・
允
・
び
・
亜
） 

無
住
寺
の
池
に
華
や
ぐ
花
菖
蒲 

 
 
 
  

 

昇 
 
 

（
そ
・
た
・
康
・
ゆ
・
雅
・
正
） 

 
 
 

◎
何
時
の
世
も
幽
霊
は
美
女
夏
柳 

 
 
 
  

盛
雄 
 
 

（
〇
紀
・
孤
・
健
・
千
・
恵
・
堂
） 

 

五
点 

 

耽
美
派
は
遠
く
な
り
け
り
谷
崎
忌 

  
  

 

孤
舟      

（
紀
・
健
・
清
・
敏
・
啓
） 

 
 
 
 

釣
忍
売
る
店
も
あ
る
駅
の
内 

 
 
 

   

五
郎
太 

     

（
紀
・
恵
・
隆
・
け
・
天
） 

絵
筆
持
つ
麦
藁
帽
で
笑
む
遺
影 

 
 
 
  

堂
哉 

 
  

（
そ
・
紀
・
び
・
允
・
昇
） 

 

四
点 

 
 
 
 

巳
之
助
・
壱
太
郎
ら
の
「
車
引
」 

豪
快
に
編
笠
飛
ば
す
夏
芝
居 

 
 
 
 
  

紀
久
男 

   

（
清
・
康
・
堂
・
雅
） 

◎
シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
の
名
つ
け
し
額
の
花 

 
     

仝 
  

 

（
孤
・
千
・
昇
・
盛
） 

金
婚
を
祝
ふ
独
酌
冷
酒
で
飲
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
  

 

（
忠
・
龍
・
〇
允
・
天
） 

踏
め
ば
鳴
る
上
り
框
や
梅
雨
深
し 

 
 
 
  

康
敏 

   

（
紀
・
恵
・
正
・
啓
） 

◎
青
葉
風
鳥
の
鳴
く
音
に
癒
さ
れ
て 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
孤
・
孝
・
雅
） 

◎
白
鷺
と
谷
の
青
さ
に
浸
り
を
り 

 
 
 
 
 

び
ん 

   

（
紀
・
孤
・
忠
・
〇
孝
） 

朝
刊
の
ポ
ス
ト
に
落
ち
ぬ
明
け
易
し 

 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
龍
・
允
・
亜
） 

夜
遊
び
は
酔
歩
の
ご
と
し
蝸
牛 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
五
・
け
・
三
） 

地
獄
だ
よ
と
孫
吐
き
捨
て
る
夏
練
習 

 
 
 

天
牛 

 
  

（
紀
・
そ
・
雅
・
び
） 
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三
点 

 

梅
雨
に
入
る
会
へ
ぬ
友
ゆ
え
長
電
話 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
敏
・
隆
） 

ふ
る
さ
と
を
出
で
し
日
斯
く
も
大
夕
焼 

 
 
 
 

孤
舟 

 

（
健
・
敏
・
堂
） 

 
 
 
 

殉
教
の
島
に
攻
め
入
る
夜
光
虫 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

（
五
・
昇
・
け
） 

夏
霧
の
淡
き
色
合
ひ
朝
日
焼 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
忠
・
ゆ
） 

◎
紫
陽
花
を
手
向
け
祈
ら
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク 

 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
孤
・
〇
た
） 

 
 
 
 

祝
在
位
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
に
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
隆
・
〇
昇
） 

南
風
や
画
狂
富
嶽
の
里
帰
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
け
・
三
） 

尼
寺
の
踏
減
り
し
磴
濃
紫
陽
花 

 
 
   

 
 
 

康
敏 

  

（
紀
・
正
・
啓
） 

ソ
プ
ラ
ノ
の
余
韻
楽
し
む
夏
夕
べ 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
隆
・
正
） 

影
ゆ
れ
て
我
に
語
る
や
庭
緑 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
紀
・
孝
・
〇
三
） 

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
顔
声
有
れ
ど
心
ど
こ 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
孤
・
た
・
龍
） 

ど
な
た
か
な
深
い
マ
ス
ク
と
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 

仝 
    

（
紀
・
ゆ
・
天
） 

仕
事
師
の
鮎
竿
掛
か
る
山
飯
場 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
恵
・
盛
） 

人
気
な
き
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
梅
雨
湿
り 

 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
五
・
雅
） 

◎
菩
提
樹
の
花
の
雨
降
る
墓
掃
除 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
孤
・
千
・
堂
） 

亡
き
妻
の
笑
顔
艶
や
か
桜
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 

規
夫 

 

（
紀
・
と
・
國
） 

 

二
点 

 
 
 

猿
之
助
・
右
近
ら
の
「
猪
八
戒
」 

京
劇
の
殺
陣
に
負
け
じ
と
夏
歌
舞
伎 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
（
け
・
天
） 

薄
紅
の
睡
蓮
夕
に
花
を
閉
ぢ 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
（
千
・
敏
） 

 

湧
き
上
が
る
水
涼
し
げ
な
清
正
井 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
た
） 

忘
れ
物
二
つ
戻
り
し
初
夏
の
旅 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
隆
） 

し
ば
し
の
間
蝦
蛄
の
殻
む
く
手
眺
む 

 
 
 
   

 

仝 
 

（
紀
・
啓
） 

今
年
ま
た
白
き
紫
陽
花
咲
か
す
家 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
忠
・
び
） 

 
 

 
 

番
傘
の
名
の
由
来
知
る
梅
雨
入
り
か
な 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
〇
正
） 

山
桜
桃
白
い
花
か
ら
赤
い
実
へ 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
・
五
） 

 
 
 
 

肌
寒
い
小
雨
降
る
日
に
梅
雨
の
入
り 

 
    

 
 
 

仝 
 

 

（
龍
・
國
） 

わ
が
狭
庭
揚
羽
蝶
き
て
舞
い
て
去
る 

 
 

       

ゆ
た
か 

 

（
敏
・
天
） 

液
晶
画
面
い
よ
い
よ
見
辛
く
梅
雨
に
入
る 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
〇
健
） 

御
開
帳
香
炉
の
煙
り
山
緑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
敏
） 

◎
雄
は
飛
び
雌
は
待
っ
て
る
螢
か
な 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
孤
） 

騒
が
し
や
渓
流
釣
り
の
解
禁
日 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
た
） 

 
 
 
 

大
粒
の
青
き
梅
の
実
紅
ほ
の
か 

 
 
 
 
 
 
 

規
夫 

 

（
國
・
ゆ
） 

 
 
 
 

父
の
日
や
権
威
低
下
も
ま
た
よ
ろ
し 

 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
敏
） 

 
 
 
 

郵
送
で
祓
え
受
く
る
も
夏
越
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
隆
） 

 

一
点 

 

テ
レ
ビ
壊
る
包
丁
研
ぎ
て
ぬ
ぐ
ふ
汗 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
亜
） 

 
 
 
 

巳
之
助
の
梅
王
声
良
し
夏
芝
居 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
） 

 
 
 
 

雨
ば
か
り
実
は
色
づ
か
ず
ミ
ニ
ト
マ
ト 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
び
） 

 
 
 
 

翡
翠
は
頭
で
っ
か
ち
さ
れ
ど
疾
（
と
）
し 

 
 
 

恵
洲 

 

（
健
） 

散
歩
道
庭
の
紫
陽
花
愛
で
歩
む 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
國
） 

 
 
 
 

真
夜
中
に
ふ
っ
と
目
覚
め
る
強
き
雨 

 
 
 
 
 

國
護 

 

（
敏
） 
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残
雪
や
ア
カ
シ
ア
の
咲
く
黒
部
峡 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
〇
國
） 

青
野
来
て
秘
湯
の
宿
の
客
と
な
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

梅
雨
空
や
か
ら
し
効
か
せ
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ 

 

と
み
子 

 

（
紀
） 

 
 
 

 
夏
至
の
朝
目
覚
ま
し
よ
り
も
先
に
覚
め 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
龍
） 

 
 
 
 

舞
台
か
ら
香
水
の
香
や
か
ぶ
り
つ
き 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
） 

八
方
睨
む
海
老
蔵
卯
の
花
腐
し 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
） 

観
音
竹
花
咲
く
庭
に
浄
土
思
う 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
紀
） 

 
 
 

紫
陽
花
の
紫
映
え
る
水
し
ず
く 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
） 

梅
雨
湿
り
寝
か
せ
る
墨
の
や
や
長
く 

 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
） 

 
 
 
 

藤
の
椅
子
座
敷
に
で
ん
と
鎮
座
せ
り 

 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
） 

南
風
吹
く
鎧
の
騎
士
の
ア
マ
ル
フ
ィ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

梅
雨
激
し
新
聞
受
ま
で
雨
合
羽 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
） 

 

 

※ 

※ 

※ 
※ 
※ 

【
句 

評
】 

九
点
句 

あ
め
ん
ぼ
う
水
面
に
映
る
雲
を
割
る 

 

孤
舟 

 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
水
面
に
映
っ
た
夏
の
雲
、
そ
の
上
に
足
長
の
水
馬
が
乗
り
雲
の
影
を
壊
し
て 

い
ま
す
。 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
あ
め
ん
ぼ
う
の
鋭
利
な
描
写
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
俳
句
の
奥
深
い
所
を‶

あ
め
ん
ぼ
う
〟
に
託
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
作
品
、
下
五
の
雲 

を
割
る
が
秀
逸
で
「
天
」
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
下
五
の
表
現
が
お
見
事
！ 

 
 
 
 

走
馬
灯
た
た
き
に
今
も
夫
の
靴       

と
み
子 

 

 
 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
靴
を
た
た
き
に
置
い
て
い
る
奥
様
の
気
持
ち
が
良
く
表
れ 

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
く
も
淋
し
す
ぎ
る
シ
ー
ン
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
思
い
出
深
い
亡
き
夫
の
靴
を
処
分
仕
切
れ
ず
未
だ
玄
関
に
置
い
た
ま
ま
。 

季
語
の
走
馬
燈
が
効
い
て
い
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
こ
の
作
者
の
季
語
の
斡
旋
に
は
い
つ
も
感
嘆
し
ま
す
。
今
回
の
走
馬
灯
、
こ
の
句 

に
こ
の
季
語
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。 

 

八
点
句 

梅
雨
籠
り
壁
に
ル
オ
ー
の
ピ
エ
ロ
の
目 

 

康
敏 

 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
梅
雨
籠
り
の
少
し
陰
鬱
な
風
情
の
部
屋
に
か
か
る
ル
オ
ー
の
ピ
エ
ロ
の
絵
の
眼
が 

一
瞬
光
っ
た
か
、
動
い
た
か
？
少
し
不
気
味
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
小
さ
め
の
美
術
館
か
、
は
た
ま
た
事
務
所
か
。
必
ず
し
も
明
る
く
は
な
い
一
角
に 

存
在
感
の
あ
る
骨
太
の
筆
に
な
る
ピ
エ
ロ
。
そ
の
目
は
黒
く
縁
ど
ら
れ
て
、
梅
雨 

籠
り
の
中
、
見
詰
め
れ
ば
私
は
何
を
思
う
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
上
五
の
気
分
に
ル
オ
ー
の
黒
く
太
い
線
重
い
色
調
が
呼
応
。 

◎
夏
立
つ
や
鳶
の
天
領
広
が
れ
り 

 
 
  

 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
鳶
の
逞
し
さ
と
傍
若
無
人
の
振
る
舞
い
振
り
が
、
う
ま
く
描
か
れ
て
い
る
。 
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康
敏
さ
ん
・
・
・
夏
に
な
る
と
鳶
の
縄
張
り
が
広
く
な
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
天
領
と
大
き
く
表 

現
し
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。
上
五
に
切
れ
字
「
や
」
を
使
っ
て
い
ま
す
の 

で
、
下
五
は
連
体
形
に
し
て
「
広
が
れ
る
」
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
景
が
大
き
く
伸
び
や
か
な
佳
句
で
す
。
た
だ
６
月
終
わ
り
の
句
会
で
「
夏
立
つ 

や
」
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
鳥
の
季
語
、
鷲
や
鷹
な
ど
大
き
な
猛
禽
類
は 

冬
、
百
舌
や
ヒ
ヨ
は
秋
で
す
が
、
鷹
の
一
種
で
も
鳶
は
一
年
中
上
空
を
ゆ
っ
く
り 

と
舞
い
、
季
語
で
は
な
い
。
た
だ
鳶
の
巣
で
は
春
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
鳶
の
天
領
を
詠
ん
だ
雄
大
な
一
句
で
す
。 

 

七
点
句 

五
月
晴
小
惑
星
に
ア
ミ
ノ
酸 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
死
と
共
に
死
者
体
内
の
ア
ミ
ノ
酸
が
無
窮
宇
宙
に
存
在
す
る
縁
の
あ
る
ア
ミ
ノ
酸 

に
反
応
し
即
刻
は
や
ぶ
さ
で
運
ば
れ
る
。
着
い
た
先
が
ご
先
祖
様
が
待
つ
龍
宮
で 

し
た
、
な
ん
て
ね
。
夢
を
見
ま
し
ょ
う
。 

笑
ひ
皺
増
ゆ
る
日
も
あ
り
ソ
ー
ダ
水 

 
 

と
み
子 

 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
小
さ
な
泡
が
上
が
っ
て
く
る
、
若
い
時
の
思
い
出
と
結
び
つ
い
て
い
る
爽
や
か
な 

か
な
ソ
ー
ダ
水
を
飲
ん
で
い
る
。
歳
を
と
っ
て
く
る
と
悲
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、 

楽
し
い
日
々
も
あ
る
。
笑
っ
て
い
る
と
シ
ワ
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
。 

季
語
が
よ
く
効
い
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
笑
い
皺
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
‼
な
る
程
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
優
し
く
、
愉
し
い
佳
句
。
ユ
ニ
ー
ク
賞
で
す
。 

雨
の
夏
至
煙
り
て
薄
き
摩
耶
六
甲 

 
 
 

健
介 

 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雨
の
摩
耶
山
、
六
甲
山
の
風
情
。
関
東
平
野
に
無
い
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。 

◎
満
持
し
て
こ
の
大
輪
や
今
朝
の
百
合 

 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
開
花
す
る
時
期
を
見
計
ら
っ
て
い
た
ら
し
い
百
合
。
今
朝
、
そ
の
時
が
満
ち
た 

の
だ
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
百
合
の
花
の
良
さ
は
あ
の
大
き
さ
。「
満
持
し
て
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を 

「
今
朝
」
が
ス
マ
ー
ト
に
受
け
止
め
る
措
辞
の
妙
。 

装
束
を
解
き
て
鵜
匠
は
好
々
爺          

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
灯
り
を
頼
り
に
見
事
に
鵜
を
捌
く
姿
が
、
想
像
で
き
ま
し
た
。
日
常
の
穏
や
か
な 

暮
ら
し 

も
垣
間
見
た
よ
う
に
も 

思
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
腰
蓑
を
付
け
た
伝
統
衣
装
で
近
寄
り
が
た
か
っ
た
鵜
匠
も
平
服
に
な
る
と
に
こ
に 

こ
し
た
普
通
の
老
人
に
。
自
然
で
わ
か
り
や
す
い
佳
句
で
す
。
小
生
は
そ
の
昔
、 

会
社
関
係
の
旅
行
で
長
良
川
の
鵜
飼
い
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
篝
火
が
盛
大
に
火
の 

粉
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
、
上
流
か
ら
鵜
舟
が
下
っ
て
く
る
景
色
を
今
も
思
い
出  

し
ま
す
。
鵜
匠
っ
て
宮
内
庁
の
職
員
ら
し
い
で
す
ね
。 

 

六
点
句 

嘶
け
ば
嘶
き
返
す
大
夏
野 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
広
い
夏
野
。「
嘶
け
ば
嘶
き
返
す
」
で
臨
場
感
が
出
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
パ
ー
っ
と
青
空
と
白
雲
、
牧
場
の
ひ
ろ
が
り
と
遠
近
の
馬
や
牛
が
啄
む
姿
が
広
ま 

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
馬
」
を
出
さ
な
い
巧
み
さ
。 
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無
住
寺
の
池
に
華
や
ぐ
花
菖
蒲 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
住
む
人
の
い
な
い
寺
の
池
に
花
菖
蒲
が
咲
い
て
い
る
。
寂
し
さ
と
華
や
か
さ
の 

対
比
が
良
い
。 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
今
は
荒
れ
た
無
住
寺
だ
が
昔
は
そ
れ
な
り
の
格
式
の
あ
っ
た
寺
だ
っ
た
の
で 

し
ょ
う
。
池
の
花
菖
蒲
は
華
や
か
に
咲
い
て
い
る
だ
け
に
哀
れ
さ
を
感
じ
さ
せ 

ま
す
。 

 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
・
・
ほ
っ
と
し
ま
す
。
こ
の
句
の
さ
わ
や
か
さ
に
浸
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

◎
何
時
の
世
も
幽
霊
は
美
女
夏
柳 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
幽
霊
は
死
者
が
成
仏
し
得
な
い
で
こ
の
世
に
現
れ
る
も
の
。「
ウ
ラ
メ
シ
や
」
と
柳 

の
よ
う
に
風
に
揺
ら
れ
て
現
れ
る
美
女
た
ち
。 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
美
女
の
幽
霊
と
夏
柳
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ち
げ
え
ね
え
。
美
人
だ
か
ら
怖
い
の
で
す
ね
、
な
ぜ
か
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
、
マ
ス
ク
美
女
が
増
え
ま
し
た
。
幽
霊
も
マ
ス
ク
？ 

紀
久
男
・
・
・
・
黒
沢
明
の
夢
十
夜
の
雪
女
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
岸
恵
子
に
惚
れ
ぼ
れ
し
ま
し
た
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
現
代
俳
句
協
会
の
歳
時
記
で
は
「
幽
霊
」
は
夏
の
季
語
で
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く 

幽
霊
と
夏
柳
は
付
き
過
ぎ
と
思
い
ま
す
。 

参
考
例
「
幽
霊
の
み
な
美
し
き
絵
灯
籠 

小
島
左
京
」 

 

五
点
句 

釣
忍
売
る
店
も
あ
る
駅
の
内 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
雨
に
煙
る
田
舎
の
小
駅
に
、
こ
の
風
流
。
い
い
景
色
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
駅
中
に
売
り
に
出
さ
れ
し
釣
り
忍
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
都
心
を
離
れ
た
中
央
線
の
遠
い
駅
で
し
ょ
う
ね
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

四
点
句 

 
 

巳
之
助
・
壱
太
郎
ら
の
「
車
引
」 

豪
快
に
編
笠
飛
ば
す
夏
芝
居 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
猛
暑
の
季
節
の
興
行
、
若
手
中
心
の
生
き
の
良
い
芝
居
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
今
井
さ
ん
の
元
気
な
一
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

◎
シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
の
名
つ
け
し
額
の
花 

 

紀
久
男 

 
 

 

 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
紫
陽
花
に
妻
「
お
滝
さ
ん
」
の
名
を
つ
け
西
洋
に
紹
介
し
た
故
事
。 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
愛
人
「
お
滝
さ
ん
」
が
花
の
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
は
面
白
い 

で
す
な
。 

金
婚
を
祝
ふ
独
酌
冷
酒
で
飲
る 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
フ
ー
ム 

作
者
を
特
定
出
来
そ
う
な
句
。 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
奥
様
は
廚
で
御
馳
走
を
造
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
待
ち
き
れ
ず
に
ま
ず
は
一
杯 

と
飲
り
始
め
た
と
こ
ろ
。
良
く
判
る
。 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
奥
さ
ん
そ
っ
ち
の
け
で
独
酌
！
で
飲
る
が
い
い
で
す
ね
。 

踏
め
ば
鳴
る
上
り
框
や
梅
雨
深
し 

 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
梅
雨
さ
中
の
古
民
家
の
薄
暗
い
風
情
を
感
じ
ま
す
。
音
で
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る 

と
こ
ろ
が
い
い
。 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
上
が
り
框
と
は
懐
か
し
い
。
梅
雨
で
上
り
框
の
板
が
少
し
膨
ら
ん
で
い
る
の
で 

し
ょ
う
か
。
小
学
校
時
代
の
殊
に
梅
雨
が
激
し
く
長
か
っ
た
年
、
湿
気
を
吸
っ
て 

階
段
の
手
す
り
が
膨
ら
ん
で
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
驚
き
と
感
触
を
ま 
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だ
覚
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
神
田
連
雀
町
の
甘
味
処
や
神
保
町
裏
の
居
酒
屋
、
新
橋
駅
ビ
ル
の
地
下
に
も
一
軒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
風
情
の
あ
る
小
店
は
今
も
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
の 

で
し
ょ
う
か
。
・
・
・
新
橋
の
ご
主
人
はNHK

テ
レ
ビ
俳
句
に
出
た
こ
と
が
あ
る
人 

で
、
店
に
は
黒
板
が
あ
り
、「
今
日
の
一
句
」
と
題
し
て
披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。 

◎
青
葉
風
鳥
の
鳴
く
音
に
癒
さ
れ
て 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
森
の
ベ
ン
チ
で
読
書
三
昧
。
青
葉
を
渡
る
風
と
鳥
の
鳴
き
声
に
心
が
和
む
。 

 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
・
ほ
っ
と
し
ま
す
。
こ
の
句
の
爽
や
か
さ
に
浸
っ
て
い
ま
す
。 

◎
白
鷺
と
谷
の
青
さ
に
浸
り
を
り 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
山
間
の
池
の
畔
。
白
鷺
の
白
と
谷
の
青
さ
が
目
に
染
み
る
。 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
白
と
青
の
対
比
と
谷
の
広
さ
を
表
現
し
た
綺
麗
な
句
と
思
い
ま
し
た
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
白
と
青
の
色
彩
の
対
比
が
作
者
の
句
境
を
鮮
や
か
に
表
し
て
い
る
。
清
々
し
い 

一
句
で
す
ね
。 

 

三
点
句 

ふ
る
さ
と
を
出
で
し
日
斯
く
も
大
夕
焼 

 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
こ
う
し
た
想
い
出
は
誰
に
も
あ
る
の
で
は
？ 

◎
紫
陽
花
を
手
向
け
祈
ら
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク 

 
 

健
介 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
・
戦
時
中
北
方
領
土
で
亡
く
な
っ
た
方
々
及
び
先
般
の
遊
覧
船
事
故
の
犠
牲
者
へ

の
鎮
魂
歌
。 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
惨
事
、
華
や
か
な
よ
う
で
ど
こ
か
憂
い
の
あ
る
花
を
手
向
け
る 

こ
と
に
よ
り
、
悲
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

 
 
 
 

祝
在
位
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
に
風
薫
る 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
即
位70

周
年
は
正
に
「
風
薫
る
」。 

 

「
ジ
ュ
ビ
リ
ー
を
祝
う
英
国
風
薫
る
」
で
は
い
か
が
。 

 

 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
９
６
才
に
し
て
カ
ラ
フ
ル
な
服
装
の
似
合
う
颯
爽
と
し
た
姿
。
在
位
７
０
年
、 

イ
ギ
リ
ス
王
室
を
率
い
る
圧
倒
的
な
存
在
感
。
誠
に
お
め
で
た
い
。 

ソ
プ
ラ
ノ
の
余
韻
楽
し
む
夏
夕
べ 

 
 
 

ゆ
た
か 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
夏
夕
べ
と
ソ
プ
ラ
ノ
は
合
う
。「
楽
し
む
」
は
思
わ
せ
た
方
が
い
い
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
ソ
プ
ラ
ノ
の
余
韻
に
浸
る
夏
夕
べ
」
で
も
「
楽
し
む
」
様
が
見
え
る
。 

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
顔
声
有
れ
ど
心
ど
こ 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
・
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
様
子
を
う
ま
く
描
い
て
い
る
が
、
季
語
が
な
い
。 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
捉
え
て
い
て
面
白
い
。 

 
 
 
 

ど
な
た
か
な
深
い
マ
ス
ク
と
サ
ン
グ
ラ
ス 

 

國
護 

  
 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
私
も
バ
ス
停
で
恵
洲
さ
ん
に
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
冬
の
帽 

子
と
マ
ス
ク
で
し
た
。 

 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
マ
ス
ク(

冬)

と
サ
ン
グ
ラ
ス(

夏)

の
季
重
な
り
？
花
粉
症
で
マ
ス
ク
を
す
る
人
が 

多
い
の
で
「
春
の
マ
ス
ク
」
を
季
語
に
し
よ
う
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま 

し
た
が.

今
や
一
年
中
マ
ス
ク
。 

「
も
う
マ
ス
ク
季
語
じ
ゃ
な
い
よ
ね
日
の
盛
」。
中
に
は
「
片
陰
に
コ
ロ
ナ
マ
ス
ク
の 

六
地
蔵
」
と
工
夫
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
早
く
「
マ
ス
ク
」 

が
冬
の
季
語
と
し
て
復
活
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 



7 

 

仕
事
師
の
鮎
竿
掛
か
る
山
飯
場 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
飯
場
で
働
く
人
が
持
っ
て
来
て
休
日
に
使
う
釣
り
竿
。
き
っ
と
永
年
使
い
こ
な
さ 

れ
た
手
垢
で
い
い
色
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
山
深
い
温
泉
に
出
向
い
た
折
に
見
掛
け
た
景
で
し
ょ
う
か
。
釣
り
人
の
意
気
が 

に
じ
む
佳
句
。 

◎
菩
提
樹
の
花
の
雨
降
る
墓
掃
除 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
菩
提
樹
は
釈
尊
が
そ
の
下
で
悟
り
を
ひ
ら
い
た
と
言
わ
れ
る
木
。
仏
教
的
な
香
り 

の
「
墓
」
と
よ
く
似
合
う
。
但
し
「
菩
提
樹
の
花
」
は
夏
、「
墓
掃
除
」
は
秋
の 

季
語
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
菩
提
樹
の
花
を
片
付
け
な
が
ら
の
墓
掃
除
は
き
っ
と
楽
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
良
い
所
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
ね
。
我
が
家
の
墓
掃
除
は
炎
天
下
で
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・「
墓
掃
除
」
は
俳
句
で
は
盆
に
行
う
こ
と
と
し
て
秋
の
季
語
で
、「
菩
提
樹
の
花
」 

（
夏
）
と
季
重
な
り
で
す
。「
菩
提
樹
の
花
の
雨
降
る
父
祖
の
墓
」
で
は
。 

 

二
点
句 

 
 

猿
之
助
・
右
近
ら
の
「
猪
八
戒
」 

京
劇
の
殺
陣
に
負
け
じ
と
夏
歌
舞
伎 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
歌
舞
伎
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。 

忘
れ
物
二
つ
戻
り
し
初
夏
の
旅 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
忘
れ
物
は
い
つ
も
青
息
吐
息
。
出
て
き
た
喜
び
が
「
初
夏
」
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。 

し
ば
し
の
間
蝦
蛄
の
殻
む
く
手
眺
む 

 
  

 

五
郎
太 

 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
最
近
は
そ
う
簡
単
に
は
殻
付
き
蝦
蛄
も
手
に
入
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
日
の
蝦
蛄
は 

何
処
産
で
し
ょ
う
。
東
京
で
も
嘗
て
大
森
海
岸
が
機
能
し
て
い
た
頃
、
等
々
力
あ 

た
り
に
ま
で
生
海
苔
や
蝦
蛄
を
担
い
だ
行
商
の
方
が
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
ま
た
白
き
紫
陽
花
咲
か
す
家 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
白
い
紫
陽
花
は
良
く
目
立
ち
ま
す
。
軽
く
表
現
す
る
と
こ
ろ
が
上
手
い
と
思
い
ま 

す
。 

山
桜
桃
白
い
花
か
ら
赤
い
実
へ 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
こ
れ
を
ユ
ス
ラ
ウ
メ
と
読
む
の
は
難
し
い
。
今
の
季
節
、
ヤ
マ
モ
モ
（
楊
梅
と
書 

く
）
も
背
の
高
い
木
に
小
さ
な
赤
い
実
を
つ
け
、
道
を
汚
す
。
梅
と
桃
と
桜
と
区 

別
を
し
て
い
る
の
か
否
か
、
日
本
語
は
面
白
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

肌
寒
い
小
雨
降
る
日
に
梅
雨
の
入
り 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
昨
今
季
節
と
温
度
が
ズ
レ
て
き
た
か
ト
シ
の
せ
い
か
、
朝
の
公
園
散
歩
は
年
中
大 

き
め
の
団
扇
を
持
参
。
妙
齢
マ
ダ
ム
に
面
白
が
ら
れ
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
ジ
ャ
レ
ら
れ 

交
友
関
係
増
加
中
。 

わ
が
狭
庭
揚
羽
蝶
き
て
舞
い
て
去
る 

 
       

ゆ
た
か 

 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
庭
を
一
巡
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
舞
う
と
は
い
い
で
す
ね
。 

液
晶
画
面
い
よ
い
よ
見
辛
く
梅
雨
に
入
る 

 
  

恵
洲 

 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
左
右
の
眼
に
３
つ
の
病
を
抱
え
て
い
て
謂
わ
ば
三
重
苦
の
私
に
と
っ
て
は
、
ま
さ 

に
切
実
な
問
題
で
、
こ
う
い
う
句
を
詠
も
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
さ
に
同
感 

で
す
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
後
期
高
齢
者
の
共
感
を
呼
ぶ
句
で
す
が
、
惜
し
い
こ
と
に
「
中
七
」
が
字
余
り
で 

リ
ズ
ム
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
よ
よ
見
辛
く
」
と
す
れ
ば
、
上
五
の
字
余
り
が 
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中
七
・
下
五
で
調
整
さ
れ
ま
す
。
中
七
は
七
音
を
守
る
べ
し
と
云
う
の
が
俳
句
の 

定
石
で
す
。 

御
開
帳
香
炉
の
煙
り
山
緑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
信
州
善
光
寺
ご
開
帳
の
光
景
か
？ 

 
 
 
 

 

◎
雄
は
飛
び
雌
は
待
っ
て
る
螢
か
な 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
闇
に
飛
び
交
う
蛍
は
雄
で
、
雌
は
ひ
た
す
ら
水
辺
の
草
で
雄
の
訪
れ
を
待
っ
て 

い
る
。 

騒
が
し
や
渓
流
釣
り
の
解
禁
日 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
渓
流
釣
り
の
解
禁
日
、
解
禁
を
待
ち
か
ね
た
人
々
で
、
い
つ
も
静
か
な
渓
流
が 

賑
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

郵
送
で
祓
え
受
く
る
も
夏
越
か
な 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
足
腰
の
弱
さ
か
、
コ
ロ
ナ
か
、
夏
越
し
も
家
で
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 

「
郵
送
で
祓
え
受
け
た
る
夏
越
し
か
」
と
言
い
切
っ
て
は
い
か
が
。 

 

一
点
句 

テ
レ
ビ
壊
る
包
丁
研
ぎ
て
ぬ
ぐ
ふ
汗 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
意
味
不
明
の
取
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
不
思
議
な
ポ
エ
ジ
ー
あ
り
。 

 
 
 
 

真
夜
中
に
ふ
っ
と
目
覚
め
る
強
き
雨 

 
 
 
 
 

國
護 

 

 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
季
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
深
夜
を
意
味
す
る
「
夜
半
の
夏
」（
よ
わ
の
な
つ
） 

と
云
う
季
語
が
あ
り
ま
す
。「
夜
半
の
夏
強
き
雨
に
て
目
覚
め
け
り
」
で
は
。 

 
 
 
 
 

※
句
会
で
も
数
名
か
ら
無
季
語
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

残
雪
や
ア
カ
シ
ア
の
咲
く
黒
部
峡 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

 
 
 
 
 

※
残
雪
（
春
） 

ア
カ
シ
ア
（
花
・
夏
）
季
重
な
り
で
す 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
七
月
二
十
八
日
（
木
） 

会
場
：
竹
橋
毎
日
新
聞
社
ビ
ル 

赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
二
時
～
十
五
時 

 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
七
月
二
十
六
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
ご
意
向
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
（
赤
坂
飯
店
に
人
数
を
伝
え
る
要
あ
り
）。
ご
参
加
の
ご
意 

向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願 

い
致
し
ま
す
。
因
み
に
昨
今
の
郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
！
） 

 

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

 

今
回
は
梅
雨
明
け
間
近
の
猛
暑
に
も
拘
わ
ら
ず
、
長
老
の
び
ん
さ
ん
始
め11

名
が
出
席
。
投
句
は
お
達

者
な
天
牛
さ
ん
ら13

名
、
赤
坂
飯
店
の
上
海
料
理
、
紹
興
酒
に
舌
鼓
打
ち
乍
ら
、
三
時
間
の
制
限
も 

五
郎
太
さ
ん
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
仕
切
り
で
、
ご
覧
の
よ
う
に
、
連
句
で
鍛
え
ら
れ
た
と
み
子
さ
ん
、 

シ
ャ
ー
プ
な
康
敏
さ
ん
、
景
の
描
写
に
佳
句
の
目
立
つ
び
ん
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。 

話
題
は
、
難
病
を
克
服
さ
れ
た
恵
洲
さ
ん
、
震
度
６
の
能
登
半
島
の
先
端 

珠
洲
近
く
の
弘
子
さ
ん
の

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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出
身
地
は
無
事
と
の
こ
と
等
。 

回
覧
は
、
久
し
ぶ
り
の
社
友
会
月
例
会6

月 

講
師
の
伊
勢
雅
臣
氏
（
筑
波
大
講
師
）
の
レ
ジ
メ
と
日

経
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
丸
紅
の
全
面
広
告
等
。 

び
ん
さ
ん
か
ら
山
梨
白
州
町
の
純
吟
「
七
賢
」
の
寄
贈
あ
り
、
殆
ど
小
生
が
賞
味
し
て
仕
舞
い
ま
し

た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

余
命
て
ふ
命
始
ま
る
花
便
り 

 
 

 
 
 

 

眞
希
子 

 
 

野
遊
び
に
ト
リ
ス
の
小
瓶
三
鬼
の
忌 

 
    

陽
亮 

「
所
存
」
な
ど
と
背
伸
び
し
た
く
て
入
学
子 

 
 

仝 
 
 

ま
た
一
人
幽
冥
異
に
花
の
頃 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

灯
し
つ
も
暗
き
聖
堂
花
ミ
モ
ザ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

日
に
一
つ
悔
い
を
累
ね
て
四
月
尽 

 
 
 
 
 

仝 

ね
ん
ご
ろ
に
夫
の
納
む
る
内
裏
雛 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

居
眠
り
の
不
意
に
覚
め
た
る
藤
の
雨 

 
 
 
 

仝 

鳩
の
目
に
戦
争
近
き
春
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 
 

猿
之
助
・
愛
之
助
・
松
緑
の‶

天
一
坊
〟 

低
く
咲
く
す
み
れ
園
児
の
ワ
ゴ
ン
寄
す 

 
 
 
 

仝 
 
 

沙
翁
劇
思
は
す
問
答
清
明
な
り 

 
 
 
 

紀
久
男 

胸
高
く
稚
を
抱
く
父
初
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

父
母
の
忌
や
住
職
父
子
と
花
見
酒 

 
 
 
 
 

仝 

ユ
ー
ミ
ン
が
春
よ
と
歌
ふ
桃
摘
花 

 
 
 
 
 
 

仝 

ス
ニ
ー
カ
ー
の
靴
底
白
き
諸
葛
菜 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
七
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

紫
陽
花
や
雨
音
柔
（
や
）
は
き
二
月
堂 

 
 

盛
雄 

 
 
 

蔵
書
整
理
遅
々
と
進
ま
ず
三
尺
寝 

 
 
 
 

健
介 

酒
蔵
に
寄
り
そ
う
日
々
や
七
変
化 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

紫
陽
花
を
手
向
け
祈
ら
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク 

 
 
 

仝 

人
麻
呂
と
見
し
隠
り
国
の
四
葩
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

諍
ふ
な
紫
陽
花
涙
の
色
と
な
る 

 
 
 
 
 
 

仝 

焼
野
原
七
十
七
年
前
の
夏 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
の
名
つ
け
し
額
の
花 

 

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
都
西
条
飲
み
放
題
の
蔵
祭 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卯
の
花
腐
し
手
持
無
沙
汰
の
観
光
地 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
焼
け
の
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
に
二
人
き
り 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
六
月 

 

風
薫
る
ベ
ン
チ
に
読
書
す
る
女 

 
 

  
 
 

允
章 

 
 

 

山
百
合
の
す
っ
く
と
立
ち
て
孤
高
の
香 

 
 
 

仝 

梅
雨
明
け
や
老
骨
き
し
ま
せ
ク
ラ
ブ
振
る 

 
 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

残
る
鴨
し
づ
か
に
己
が
身
を
流
す 

 
 
 
 
 

蒼
穹
の
傾
く
ほ
ど
に
半
仙
戯 

 
 
 
 
 

花
に
覚
め
星
に
眠
り
て
峡
の
空 

 
 
 
 
 

さ
へ
づ
り
の
輪
唱
と
な
る
禁
猟
区 

 
 
 
 
 

蛍
烏
賊
煌
め
き
星
は
座
を
組
め
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
爽
樹
」
誌
７
月
号
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

令
和
四
年
七
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


